
学校運営協議会 会議実施報告書 

 

 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１

項に基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

１ 会 議 名  岐阜聾学校 学校運営協議会 （第１回） 

         

２ 開催日時  令和５年６月２１日（水） ９：３０～１１：３０ 

 

３ 開催場所  岐阜聾学校会議室  

        開催にあたり、委員による授業参観を実施した 

         

４ 参 加 者  会  長  村瀬 忍   岐阜大学 教授 

                副 会 長    山村 基翔   岐阜県聴覚障害者協会 理事 

                委  員    岩田 順治  岐阜市社会福祉協議会 加納東支部 支部長 

（書面参加） 

                            尾木 大   株式会社岐阜セラツク製造所 取締役社長 

（書面参加） 

              棚原 美歌  加納東地区民生委員児童委員協議会 主任児童委員 

              広瀬みゆき  加納幼稚園 園長 （書面参加） 

              川上 昭雄  本校同窓会長 

              岡庭 味里  本校ＰＴＡ会長（書面参加） 

         

        学 校 側  長瀬さゆり  校長 

              立川 茂   教頭 

              衣斐恵美子  事務部長 

              辻角 真弓  幼稚部主事 

              松本 深香  小学部主事 

              今枝みどり  中学部主事 

              三橋 正康  高等部主事 

              樋口さおり  教務主任 

                                                    

５ 会議の概要（協議事項） 

 （１）校長挨拶  

・学校運営協議会の設置及び運営について 

 （２）学校運営協議会委員の委嘱 

 （３）自己紹介 

 （４）会長及び副会長の選出 

    ・会 長 岐阜大学教授  

    ・副会長 岐阜県聴覚障害者協会 理事 

 （５）授業参観 

    ・幼稚部、中学部、小学部、高等部の順に参観  

（６）学校経営計画について 

    ①本校の教育目標、本校の組織編制、教育課程、年間行事計画 

    ②各部の教育方針及び今年度の課題 

     

 

６ 意見交換 

＜授業で取組む内容について＞ 

意見１：高等部の見学時、インドネシアの生徒との交流会に向けて練習を行っていた。社会 

のグローバル化や戦争、LGBT、法案等の話題も取り上げていくとよい。 

   



＜ＩＣＴ活用の授業時の留意点について＞ 

  意見２：ＩＣＴを使った学習で教師がタブレット端末を扱いながら話をしていたが、聴覚障が

い者にとって２つのことを同時に行うことは難しいので、気を付けるとよい。 
  
 ＜新転任者の研修について＞ 

  意見３：初めて聾学校勤務となった教員への研修の場はあるのか。 

      ⇒１年を通じて新転任者研修があり、きこえについてや手話・指文字等を学べるよう

に計画し、取り組んでいる。 

  意見４：自主研修をされる先生がいることに頭が下がる。 
  

 ＜将来身に付けてほしい力について＞ 

  意見５：大学でも自分のきこえについてどうしてほしいかなど要望をうまく伝えることが難し

い学生がいる。児童生徒がそうした力も付けられるように指導してほしい。また、他

校にも、「その力を付けることを本人に求めてほしい」と、伝えてほしい。（複数） 

      ⇒当校では、高等部の３年間の自立活動の中で、社会に出た後、何をどのように周り

に伝えるかという学習をしている。聴覚障がい児童生徒が在籍する学校でも地域支

援として、更にセンター的機能の充実を図る。 
   

＜音楽の歌唱について＞ 

  意見６：音楽の授業でリズムを打つとき、歌っていなかった。リズムと歌と一緒にできるとよ

い。歌は、発音も大切だから何度も歌った方が覚えられる。 

      ⇒参観後にリズムと歌を同時に行う活動を行った。児童は歌が好きでいつも楽しそう

に歌っている。 
 
  ＜ＩＣＴを活用した授業について＞ 

  意見７：３年ぶりに参観したら、授業内容や様子が大きく変わっていた。ＩＣＴ機器を上手に

使っていた。 

  意見８：幼児の活用の在り方、今後教えていただけたら勉強になる。 
 
  ＜地域の活動について＞ 

  意見９：加納地区には、お祭りや地域行事など地域交流ができる場がたくさんあるので参加し

てほしい。 
 

  ＜学校目標、経営計画について＞ 

  意見 10：教育目標の中の「ことば豊かに」という目標に並々ならぬ思いを感じ、今年度の活動 

      を楽しみにしている。期待している。 

  意見 11：幼稚部から高等部まで縦のつながりもありわかりやすく、歯切れのよいテンポある覚

えやすい目標である。 

  意見 12：幼稚部の取組みの中で「幼児理解」も重要。一人一人の子の思いや行動の背景等につ

いて話し合いを充実させていくことを取組みに付け加えるとよい。 

  意見 13：重点的な取り組みの内容の「具体的な取組み」欄が全体的に分かりにくい。 

  意見 14：令和４年度の学校要覧はわかりやすく記述されていた。今年度も学校要覧は発行され

るのか。 

      ⇒当日配付となったため、書面での参加の方には郵送とした。 

  意見 15：文章が分かりにくいところがある。「・・・検討する。」だけでなく、検討結果を進

路希望状況に反映させるよう務めることが大切である。 
 
 ＜研究会や交流について＞ 

意見 16：市幼研に聾学校の先生方が加わることで新たな学びがある。交流は、保護者の方にも

参観してもらえたらよい。 
   
７ 会議のまとめ 

  ・第１回学校運営協議会では、全委員より今年度の本校の学校経営計画を踏まえた学校運営基

本方針について承認が得られた。 

  ・委員の意見を反映して、今年度、重点として取り組む内容について、いただいたご意見を参
考に校内で検討し取り組む。また、学校全体の運営に当たり、常に見直しを図りながら、幼
児児童生徒の言語力、社会参加につながる力の育成に努める。 


